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韓国の小児ぜんそくとアレルギーは広がっている状況で、ソウルの約3割の子供が小児ぜんそく

の症状を示しています。アレルギーに関しても同様な調査結果となっています。車の排気ガスによる

要因と室内のカビによる要因が挙げられますが、近年、室内のカビによる小児ぜんそくやアレルギー

患者の急増は深刻な社会問題となっています。高温多湿な環境に伴うカビによって健康被害が出

る事から、空気の清浄が必要不可欠となります。高麗大学環境保健センターは、実測値によるカビ

の影響評価を行っています。四日市公害による四日市喘息の疫学的研究のノウハウを活かすべく、

三重大学医学部との国際共同研究に期待しています。 
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災害に強い社会システムの構築にとって大切なのは

災害直後の問題だけではありません。私は淡路島で阪

神淡路大震災の発生前後の3年間の震災による比較

的長期の健康影響について環境疫学調査を行いました。

（図1）※1。 

詳細は論文を参照して頂きたいのですが※2、この調査

は、後ろ向きコホート研究という研究デザインに従って行

いました。データの収集は国民健康保険のレセプトにある

診療内容、患者の性・年齢、また、居住地などに関する詳

細な個人情報を活用してはじめて可能になりました。 

分析の結果、被災地の震度が大きいほど脳血管疾患

や虚血性心疾患の発生リスクが高くなること、その影響

が1年以上の長期にわたって残存すること、また、震災前

に比べた脳血管疾患の発生リスクの増大が比較的若い

男性で大きいことが明らかになりました。 

これらの結果は、いずれも調査前の予想とはかなり相

違していました。循環器疾患の発生リスクの増大は高齢

者でより大きくなると予想されていましたが結果はそうでは

ありませんでした。予想と結果の乖離の原因として、復興

時の精神的・身体的負担が働き盛りの年代でより大きか

ったかもしれないことや、リスクの高い高齢者は震災前に

すでに発症していたということがあるかもしれません。 

このように実際のデータを分析することによって初めて

明らかになることが多くあります。被災後に社会的支援を

行う際の医療資源の配分を、どれだけの期間、どのような

地域で、どのような人に厚くすべきかを示す信頼性の高い

根拠は、個人情報を疫学的に追跡・リンケージすることに

よって初めて明らかになることを強調しておかなければな

りません。 

残念ながら、実際の個人データに基づく分析は少なく、

震災後の長期にわたる健康影響にかかわる公衆衛生活

動について、疫学的根拠に基づくガイドラインはまだ作成

されていません。 

（図1） 

阪神淡路大震災前

後3年間の脳血管

疾患の累積罹患率

の推移。震災のあ

った平成7年1月17

日以降、累積罹患

率の増大が1年以

上続いた（矢印）。 
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デジタルストーリー（Digital Story）とは、デジカメ画像

やデジタル化した写真や絵をナレーションでつなげていく

短いお話（2～4分程度）のことです。制作では、コンピュ

ータと動画編集ソフト（Windowsムービーメーカーなど）を

使っていきます。教員が作るのではなく、大学生、児童生徒、

そして、生涯学習者がストーリーを作ることに意義があり、

欧米の大学や学校では、デジタルストーリーテリング（Digital 

Storytelling）として注目されている手法です。 

教育学部附属教育実践総合センターでは、平成18年

度からこの手法に注目し、様々なテーマで、デジタルストー

リーテリング制作を進めてきました。「自分への手紙」、「私

のおすすめ本」「青い目の人形と答礼人形ミス三重」「思

い出に残る先生」「未来に残したもの」「もったいない」

などです。 

「未来に残したいもの」では、大学生が残したい風景

やずっと大切にしていきたい故郷を、自分自身の未来遺

産として、ストーリーにしてみました。この制作活動で、自

分自身が住む地域や故郷のすばらしさや住みやすさにつ

いて考えた学生が多かったようでした。 

「もったいない」というテーマで、デジタルストーリーテリ

ングに取り組んでみると、「時間・お金がもったいない」「彼

氏・彼女の思いに気づかずもったいない」という大学生

の作品もよくありますが、多くの場合、 

といった身近なエコの問題を取り上げた作品が仕上が

ってきます。特に、教育学部での教職授業「教育工学」

では、幼児教育コースの学生や小学校教員希望の学生が、

小さな子供用に「もったいないストーリー」をよく作ってい

ます（図1・2）。実際に、幼児や低学年児童に見せても、「も

ったいない」の意味や生活に関することがよく分かるよう

になっています。 

実際に「もったいない」や環境にちなんだテーマでデジ

タルストーリーテリングに取り組み、ストーリーを視聴し合う

と、制作者がさまざまなことで無駄遣いをしていることや資

源を大切に活用することに、これまで以上に気がつきます。

そのような身近な環境のことやエコの指摘をする授業感

想が多かったです。 
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◎電気の無駄づかいをなくそう 

◎食べ残しはもったいない 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎エコバッグを持って買い物に行こう 

　～レジ袋を減らすために～ 

◎ペットボトルのゆくえ 

◎クーラーの冷やしすぎはダメ 

制作状況 
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